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■対応レベル 

表１ 発生状況に応じた対応レベルの概要 

対象地 

発生状況 
全国 

発生地*周辺（発生地から半径 10 km

以内） 

通常時 対応レベル 1 指定なし 

国内単一箇所発生時 対応レベル 2 
野鳥監視重点区域に指定 

国内複数箇所発生時 対応レベル 3 

近隣国発生時等 対応レベル 2又は 3 
必要に応じて適切な場所に野鳥監

視重点区域を指定 
＊簡易検査が陽性で発生が見込まれた場合や、家きん等の疑い事例の発生を含む 

 

表２ 対応レベルの実施内容 

対応レベル 
鳥類生息状況

等調査 

ウイルス保有状況の調査 

死亡野鳥等調査 糞便採取調

査 検査優

先種 1 

検査優

先種 2 

検査優

先種 3 

その他

の種 

対応レベル 1 
情報収集 

監視 

1羽 

以上 

3羽 

以上 

5羽 

以上 

5羽 

以上 

10 月から

12月にかけ

て飛来状況

に応じて糞

便を採取 

対応レベル 2 監視強化 
1羽 

以上 

2羽 

以上 

5羽 

以上 

5羽 

以上 

対応レベル 3 監視強化 
1羽 

以上 

1羽 

以上 

3羽 

以上 

5羽 

以上 

野鳥監視重点区域 

監視強化 

緊急調査 

発生地対応 

1羽 

以上 

1羽 

以上 

3羽 

以上 

3羽 

以上 

 死亡野鳥等調査は、同一場所（見渡せる範囲程度を目安とする。）で数日間（おおむね 3 日間程度）の合計羽数が

表の数以上の死亡個体等（衰弱個体を含む。）が発見された場合を基本としてウイルス保有状況の調査を実施する。

ただし原因が他の要因であることが明瞭なものは除く。 

 見渡せる範囲程度とはあくまで目安であり、環境によって大きく異なり、具体的数値を示すのは困難であるの

で、現場の状況に即して判断して差し支えない。 

 すべての種において、重度の神経症状がみられるなど、感染が強く疑われる場合には 1 羽でも検査を実施する。

特に野鳥監視重点区域では、感染確認鳥類の近くで死亡していたなど、感染が疑われる状況があった場合には 1

羽でも検査を実施する。 
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■検査優先種 

 

表３ 検査優先種                             （9 目 11 科） 

検査優先種 1（18 種）   

カモ目カモ科 

ヒシクイ 

マガン 

シジュウカラガン 

コクチョウ* 

コブハクチョウ* 

コハクチョウ 

オオハクチョウ 

オシドリ 

ヒドリガモ 

キンクロハジロ 

カイツブリ目カイツブリ科 

カイツブリ 

カンムリカイツブリ 

ツル目ツル科 

マナヅル 

ナベヅル 

チドリ目カモメ科 

ユリカモメ 

タカ目タカ科 

オオタカ 

 ノスリ 

ハヤブサ目ハヤブサ科 

ハヤブサ 

 

重度の神経症状**が観察され

た水鳥類 

主に早期発見を目的とする。 

高病原性鳥インフルエンザウイル

ス（H5 亜型）に感受性が高く、死

亡野鳥等調査で検出しやすいと考

えられる種。 

死亡野鳥等調査で、平成 22 年度及

び 28 年度、令和 2 年度の発生時を

合わせた感染確認率が 5%以上で

あった種。 

検査優先種 2（9 種）   

カモ目カモ科 

マガモ 

オナガガモ 

トモエガモ 

ホシハジロ 

スズガモ 

タカ目タカ科 

 オジロワシ 

 オオワシ 

 クマタカ 

フクロウ目フクロウ科 

フクロウ 

さらに発見の可能性を高めること

を目的とする。 

過去に日本、韓国等において死亡

野鳥で感染確認のある種を含め

る。 

検査優先種 3   

カモ目カモ科 

カルガモ、コガモ等（検査優

先種 1、2 以外全種） 

カイツブリ目カイツブリ科 

ハジロカイツブリ等（検査

優先種 1、2 以外全種） 

カツオドリ目ウ科 

カワウ 

ペリカン目サギ科 

アオサギ 

ツル目ツル科 

タンチョウ等 

（検査優先種 1 以外全種） 

ツル目クイナ科 

オオバン 

チドリ目カモメ科 

ウミネコ、セグロカモメ等

（検査優先種 1、2以外全種）

タカ目ミサゴ科 

 ミサゴ 

タカ目タカ科 

トビ等（検査優先種 1、2 以

外全種） 

フクロウ目フクロウ科 

コミミズク等（検査優先種

1、2 以外全種） 

ハヤブサ目ハヤブサ科 

チョウゲンボウ等（検査優

先種 1、2 以外全種） 

感染の広がりを把握することを目

的とする。 

水辺で生息する鳥類としてカワウ

やアオサギ、検査優先種 1 あるい

は 2 に含まれないカモ科、カイツ

ブリ科、ツル科、カモメ科の種を、

また鳥類を捕食する種として検査

優先種 1 あるいは 2 に含まれない

タカ目、フクロウ目、ハヤブサ目の

種を対象とした。 

その他の種   

上記以外の鳥種すべて。 

猛禽類以外の陸鳥類については、カラス類以外は国内では感染例が知られておらず、海外でも感染

例は多くないことから、その他の種とする。 

野鳥監視重点区域においては、3 羽以上の死亡がみられた場合の他、感染確認鳥類の近くで死亡して

いたなど、感染が疑われる状況があった場合には 1 羽でも検査対象とする。 

*  外来種。 

** 重度の神経症状とは、首を傾けてふらついたり、首をのけぞらせて立っていられなくなるような状態で、正常に飛翔し

たり、採食したりすることはできないもの。 
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※検査優先種については今後の発生状況、知見の集積等により見直し、毎年シーズンの始めに環境省から通知する。シー

ズン中も状況に応じて追加、通知する。都道府県等は、この検査優先種を基本として地域の事情に合わせ独自の選定によ

り適切な対応をすることを妨げない。 

※検査優先種については、必ずしも感受性が高い種のみを選定しているわけではなく、発見しやすさや、海外や近縁種で

の感染例による予防的な選定等も含む。 

※検査優先種 1 に該当しない希少種について、その希少性や生息状況等によっては、表 1-2 に示す羽数でなくても把握を

すべき場合も想定されることから、必要に応じて、地方環境事務所に相談する（地方環境事務所は必要に応じて本省野

生生物課に相談して対応する。）。 
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■高病原性鳥インフルエンザにかかる検査優先種 

検査優先種１ 

 

 

 

 

 

 

 

                       

  

●ヒシクイ（Anser fabalis） 

【特徴】嘴は黒く先に橙味を帯び、先端は黒。頭部から

上面、胸、脇は暗褐色で、腹から体下面、上尾筒、下尾

筒は白。足はオレンジ。 

【分布】冬鳥として局地的に渡来。 

●マガン（Anser albifrons） 

【特徴】嘴はピンク。まれにオレンジ。嘴基部周辺が白

い。足はオレンジ。全身が黒褐色。下面はやや淡い。腹

に黒斑。 

【分布】北海道を通過して本州で越冬。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●シジュウカラガン（Branta hutchinsii） 

【特徴】頭から頸は黒く、頬から喉に白斑がある。胸、

腹は灰褐色。下腹、下尾筒は白い。足は黒色。 

【分布】宮城県に定期渡来。少数が越冬。 

 

●コクチョウ（Cygnus atratus） 

【特徴】全身は黒い。細長い頸。嘴は赤く先端に白い斑

がある。足は黒い。 

【分布】元は飼われていたものが各地で野生化。 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

                       

●コブハクチョウ（Cygnus olor） 

【特徴】全身は白い。細長い頸。嘴はオレンジ。基部に

は黒いこぶがある。足は黒い。 

【分布】元は飼われていたものが各地で野生化。 

●コハクチョウ（Cygnus columbianus） 

【特徴】全身は白い。オオハクチョウに比べて短めの頸。

嘴は先端が黒く、基部は黄色。オオハクチョウよりも黄

色の面積が狭い。足は黒い。 

【分布】主に北海道・本州で越冬。 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 
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検査優先種１ 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

●オオハクチョウ（Cygnus cygnus） 

【特徴】全身は白い。細長い頸。嘴は先端が黒く、基部

は黄色。コハクチョウよりも黄色の面積が広い。足は黒

い。 

【分布】関東以北で越冬。 

 

●オシドリ（Aix galericulata） 

【特徴】嘴は紅色で先端は白。顔は白く、頸には栗色の

筋状の羽。脇は黄褐色で、三列風切羽には特徴的な銀杏

羽。 

【分布】主に本州中部地方以北で繁殖し、冬は西日本で

越冬するものが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ヒドリガモ（Anas penelope） 

【特徴】頭部は茶褐色で、額から頭頂がクリーム色。背

面と脇は灰色で、黒い細斑がある。 

【分布】冬鳥として、全国に渡来。 

●キンクロハジロ（Aythya fuligula） 

【特徴】嘴は青灰色で先端は黒い。虹彩は黄色。頭は紫

色光沢があり、後頭に房状の冠羽。 

【分布】主に冬鳥。全国で越冬。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

●カイツブリ（Tachybaptus ruficollis） 

【特徴】日本のカイツブリの中では最小。尾は非常に短

く体は丸い。冬羽は上面が褐色で下面は淡色。 

【分布】北海道から南西諸島まで広く繁殖。北日本では

夏鳥、それ以南では留鳥。 

●カンムリカイツブリ（Podiceps cristatus） 

【特徴】日本のカイツブリの中では最大。特に頸が長い。

冬羽では頸の前側の白色と頸の後ろ側の黒色とのコン

トラストが特徴。 

【分布】青森県と琵琶湖で繁殖が記録されているが、ほ

とんどは冬鳥として九州以北に渡来する。 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 
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検査優先種１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マナヅル（Grus vipio） 

【特徴】眼の周囲の皮膚が赤く露出している。頭頂から

後頸にかけて白く、頸から胸、腹、下尾筒までと背は灰

白色。足は淡紅色。 

【分布】冬鳥として、鹿児島県出水地方に渡来。 

●ナベヅル（Grus monacha） 

【特徴】嘴は黄色みを帯びる。額が黒く、眼の上は赤色。

頭部から頸は白く、その他の部分は灰黒色。 

【分布】冬鳥として、鹿児島県出水地方と山口県周南市

に渡来する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                撮影：環境省 

●ユリカモメ（Larus ridibundus） 

【特徴】細くて暗赤色の嘴。足は赤い。全身は淡い青灰

色。夏羽の頭部は褐色味の黒。 

【分布】ほぼ全国に冬鳥として飛来。 

●オオタカ（Accipiter gentilis） 

【特徴】嘴基部と足は黄色。虹彩はオレンジ色または黄

色。上面は暗青灰色、下面は白く黒褐色の横斑がある。

白色の眉斑が目立つ。 

【分布】留鳥としてほぼ全国で繁殖するが、南西諸島で

はまれな冬鳥。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ノスリ（Buteo buteo）  

【特徴】嘴は黒褐色で太い顎線あり。上面は褐色味が強

く下腹に褐色斑あり。飛翔時、翼角の暗黒色斑が目立つ。 

【分布】主に留鳥として本州中部以北で繁殖。四国・九

州以南では冬鳥として飛来。 

●ハヤブサ（Falco peregrinus） 

【特徴】状面は暗青灰色。下面は白く、黒褐色の横斑が

ある。頬に目立つひげ状の黒斑がある。 

【分布】留鳥として九州以北で繁殖するほか、全国に冬

鳥として飛来。 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影:（一財）自然環境研究センター 

撮影：小林 靖英 
撮影：（一財）自然環境 

研究センター 
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検査優先種２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マガモ（Anas platyrhynchos） 

【特徴】嘴は黄色。足は濃いオレンジ色。頭は暗緑色。

頸に細い白の輪。胸は茶色。 

【分布】冬鳥として全国に渡来する。北海道などでは少

数が繁殖。 

●オナガガモ（Anas acuta） 

【特徴】嘴は黒く。両側は青灰色。頭部から後頸にかけ

てチョコレート色。頸と胸は白い。尾羽は黒色で細長い。 

【分布】全国的に冬鳥として飛来。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●トモエガモ（Anas formosa） 

【特徴】顔の模様が特徴的で、黄白色、緑、黒の三色の

巴形をしている。胸は赤紫褐色で脇は青灰色。 

【分布】冬鳥として本州以南の日本海側に多く渡来す

る。 

●ホシハジロ（Aythya ferina） 

【特徴】嘴は黒く、中ほどは鉛色。足は鉛色。頭から頸

は赤茶色。上・下面とも灰色で、細かい黒い波状の斑が

ある。胸と尻は黒。 

【分布】主に冬鳥。全国に飛来。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スズガモ（Aythya marila） 

【特徴】オス成鳥の頭部は緑や紫の光沢色。胸と上・下

尾筒は黒い。背は白いが細かく黒い波状斑がある。脇と

腹は白色。 

【分布】全国的に冬鳥として飛来。 

●オジロワシ（Haliaeetus albicilla） 

【特徴】全体的に褐色味を帯び、体の下方になるほど体

色が濃い。尾は短く白色。嘴と足は淡黄色。 

【分布】日本では北海道の北・東部で少数が繁殖するが、

多くは冬鳥として北日本に飛来。 

 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：小林 靖英 
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検査優先種２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オオワシ（Haliaeetus pelagicus） 

【特徴】体は全体的に黒褐色だが、額、翼前縁、腰、尾、

上・下尾筒が白色。嘴は大きく橙黄色。 

【分布】日本へは冬鳥として主に北日本に渡来する。 

●クマタカ（Nisaetus nipalensis） 

【特徴】後頭に冠羽がある。胸は白く、黒褐色の縦斑が

ある。飛翔時に翼の幅が広く見える。 

【分布】九州以北で留鳥。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●フクロウ（Strix uralensis）  

【特徴】頭部から背は灰褐色で、褐色の縦斑が密にある。

胸から体下面は淡灰褐色で褐色の縦斑がある。顔にはハ

ート型の縁取りがある。羽角はない。 

【分布】留鳥として九州以北に分布。 

 

 
(R3.10.更新) 

撮影：（一財）自然環境研究センター 撮影：（一財）自然環境研究センター 

撮影：（一財）自然環境研究センター 

■連絡先 

・環境省自然環境局野生生物課鳥獣保護管理室 

TEL：03-5521-8285 

・北海道地方環境事務所  TEL：011-299-1954  

・釧路自然環境事務所   TEL：0154-32-7500  

・東北地方環境事務所   TEL：022-722-2876 

・関東地方環境事務所   TEL：048-600-0817 

・中部環境地方事務所   TEL：052-955-2139 

・長野自然環境事務所   TEL：026-231-6573  

・近畿地方環境事務所   TEL：06-4792-0706 

・中国四国地方環境事務所 TEL：086-223-1561 

・四国事務所       TEL：087-811-6227 

・九州地方環境事務所   TEL：096-322-2413 

・那覇自然環境事務所   TEL：098-836-6400 


